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優良図書の推奨　平成２１年１０月分








ひとりぼっちで留守番の夜、おつきさまがぼくのところに遊びにきてくれた。


一緒にご飯を食べて、トランプやかくれんぼをして、おふろに入った。


ぼくがベッドに入ると、おつきさまは、ちょっと変わったかえるの親子の話をしてくれたのだが、ぼくは途中で眠ってしまった。


しかし、帰宅したお父さんは、なぜかその話の続きを知っていて…。


心温まる物語絵本。








○おつきさまのやくそく


いとうひろし／著


【幼児、小学生（低学年）向け】





徳間書店　\1,500（税別）


ISBN978-4-19-862710-2　270P　19×14cm　NDC933








○ほらあめだ！


フランクリン M.ブランリー／作


ジェームズ グラハム・ヘイル／絵　やすなりてっぺい／訳


【小学生（中学年）向け】





きりさめ、どしゃぶり、氷の雨―ひょう。


雨にもいろいろあるが、空から降ってくるこの雨は、どのようにして作られるのだろう。


雨の秘密について、わかりやすく、楽しんで学べるようにまとめた科学絵本。





福音館書店　\1,200（税別）


ISBN978-4-8340-2441-8　153P　21×16cm　NDC913　





○前奏曲は、荒れもよう


今井恭子／作　西巻茅子／画


【小学生（中・高学年）向け】





絵里子は陶芸家のママとふたり暮らし。


このごろ絵里子はきげんが悪い。ママが有名ピアニストと再婚しそうなのだ。


むしゃくしゃしたある日、プチ家出を決行した絵里子は、土手から落ちて男の子とおじいさんに助けられる。


絵里子は偶然の出会いから思いがけない展開に巻きこまれ、大切なことに気付いていく。


年頃の少女の心模様を、リアルに描いた作品。





ＰＨＰ研究所　\2,800（税別）


ISBN978-4-569-68951-7　79P　29×22cm　NDC501　





○ユニバーサルデザインがわかる事典


どりむ社／編　柏原士郎／監修


【小学生（中・高学年）～一般向け】





私たちの身の回りにある道具や施設などが、誰もが不便を感じずに利用できるものかどうかは、住みやすい社会づくりに重要な視点である。


本書は、ユニバーサルデザインの７原則を丁寧に説明。豊富な写真やさし絵でわかりやすく解説する。


ユニバーサルデザインとは何かを考えるのに、また、小学校で実践されている総合学習等に大いに活用できる図書である。





西日本新聞社　\1,200（税別）


ISBN978-4-8167-0785-8　77P　20×16cm　NDC913





○いのちをいただく


内田美智子／文　諸江和美／絵　佐藤剛史／監修


【小学生～一般向け】





食育が叫ばれる一方で、食べ物を粗末にする風潮が今の日本で顕著にみられる。


本書は、食肉加工センターに勤務する坂本さんの体験談をもとにした物語。平易な文章で、忘れ去られがちな食べ物とその命についてあらためて教示してくれる。


読後に本を閉じた時、だれしもが心にぬくもりを感じることだろう。同時に反省心も。


小学生から大人まで、ぜひ読んでほしい。





文研出版　\1,200（税別）


ISBN978-4-580-82063-0　111P　22×16cm　NDC933





○どうしてぼくをいじめるの？


ルイス・サッカー／作　はらるい／訳　むかいながまさ／絵


【小学生（中・高学年）、一般、親向け】





小学三年生のマーヴィンは、いじめっ子に「鼻をほじっていた」とからかわれ、「ほじっていない」と言えば言うほどうわさがひとり歩きし、仲間はずれにされてしまう。


追いつめられたマーヴィンが家族と話をしていた時、４歳の妹リンジーのなにげない一言が彼に大きなヒントを与え、事態を変えていく。


読みだしたらとまらず、読み終えると勇気が出てくるお話。





福音館書店　\1,300（税別）


ISBN978-4-8340-2360-2　32P　21×26cm





○ベルおばさんが消えた朝


ルース・ホワイト／作　光野多惠子／訳


【小学生（高学年）、中学生向け】





１０月のある朝、ベルおばさんは姿を消した。


半年後、隣のおじいちゃんの家に、ベルおばさんの息子、ウッドローがやってきた。


ウッドローは、主人公・ジプシーのいとこで、同い年の１２歳。


ジプシーとウッドロー、２人の友情を軸に、それぞれが心に負った傷を癒していくさまを繊細に描く。


１９５０年代のアメリカの山間の小さな町を舞台にした感動的な物語。








朝日新聞出版　\1,600（税別）


ISBN978-4-02-250533-0　253P　20×14cm　NDC913.6





○わたしとトムおじさん


小路幸也／著


【小学生（高学年）、中学生、高校生／勤労青年向け】





主人公は女子中学生の帆奈（はんな）。帆奈は両親の別居をきっかけに、ニューヨークに住む両親と離れて、日本で、祖父母と元ひきこもりのトムおじさんと暮らしている。


「人と接すること」が苦手なおじさんとの日々を通して見えてくる人のつながりの温かさ。


偏見に負けず、慣習にしばられず、他者との違いを個性として尊重しようとする帆奈の姿勢が凛としていて、さわやかな一冊。





岩波書店　\740（税別）


ISBN978-4-00-500616-8　188P　18×11cm　NDC289





○通訳者のしごと


近藤正臣／著


【高校生／勤労青年、一般向け】





記者会見や会議などの通訳者は、どんな仕事をしているのだろう？通訳している時、頭の中はどうなっている？


会議通訳者として第一線で活躍し、世界に通用する通訳者を育ててきた著者が、中学・高校での英語の勉強法と、通訳のしくみ、通訳現場での生きた英語や面白いエピソードを語る。


今までと違った意識を持って英語と接することで、新しい世界が開かれるに違いない。





岩波書店　\780（税別）


ISBN978-4-00-500623-6　189P　18×11cm　NDC801





○まず歩きだそう　女性物理学者として生きる


米沢富美子／著


【中学生、高校生／勤労青年向け】





女性物理学者、米沢富美子の自伝。米沢は、アモルファス（非結晶物質）研究の第一人者として国際的に知られ、女性初の日本物理学会の会長になり、数々の賞に輝いた。


昭和３０年代に大学で物理学を専攻し、その後も学者として活躍する女性は、当時では稀有な存在であった。


しかし、様々な困難に出会っても、あきらめることなく立ち向かい克服してゆく姿に勇気づけられる。


人間ドラマとして、理科が苦手な人にも読んでほしい。





講談社　\1,100（税別）


ISBN978-4-06-215267-9　1冊(ページ付なし)　20×14cm


NDC913








　本書をきっかけに、「雨」以外の身近な自然現象にも興味をもってほしい。








